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学 校 便 り     
  春らしい日差しが感じられるようになりました。今年度最後の「学校便り」です。ご家庭と学校の橋

渡しとして「学校便り」を発行しております。是非お読みになってください。 

 

中学生英語スピーチコンテスト 

 11月 29日（金）、英語スピーチコンテストが行われました。今年度も高校の国際コースの英語スピー

チコンテストで優勝した高校1、2年生の代表者も参加し、例年以上にレベルの高いコンテストになりま

した。出場者は以下の通りです。 
 
第１部 一般生徒の部 

 中学1年生 課題作品 “Sam and the Apples” 

  A組 井尻 有紀 殿村 絃  B組 青柳 麻緒 佐々木 梨遥 
 

 中学2年生 課題作品 “Martin Luther King；I Have a Dream” 

  A組 浅藤 啓太 徳丸 明生 B組 後藤 勇羽 村上 和菜 リー・エマ 
 

 中学3年生 各自オリジナルのスピーチを作成し、発表しました。 

  A組  櫻井 さくら    “My Favorite Place” 

    松井 陽太郎    “The Person I Respect Most” 

  B組  安藤 慧     “About AI” 

    大川 槇梧    “A Dream to Visit Space” 
 

第２部 留学生・国際コース生徒の部 

  留学生 Kagkanan Pawaphuchake  “タイと日本の違うところ” 

  留学生 Azla Nazyra    “How To Be Happy” 

  高校 1 年 武蔵 宇正    “About my brass band in junior high school” 

  高校 2 年 瀬尾 優里菜    “My Friend” 
 

中学生 NHK全国短歌俳句大会（ジュニアの部） 

 夏休みの課題でつくった短歌・俳句は NHK 全国短歌俳句大会（ジュニアの部）にエントリーされま

す。今年度は俳句の部で、全国の応募作品の中から見事入賞を果たした作品がありました。入賞した生

徒と作品は以下の通りです。 
 

★俳句「入選」 佐藤航 （３年Ａ組） ……「甲子園バットで酷暑を打ち放つ」 

★俳句「入選」 松下花菜 （３年Ｂ組） ……「蝉時雨なぜだかいつも懐かしい」 

★俳句「入選」 井尻有紀 （１年Ａ組） ……「散る花火心の中でまだ照らす」 

★俳句「入選」 渡部司 （１年Ａ組） ……「ひまわりの強さが欲しい登校日」 

★俳句「入選」 芳賀大飛 （１年Ｂ組） ……「夏休み家で一人の勉強会」 

 来年度も素晴らしい作品に出会えることを楽しみにしています。 
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計算・数学オリンピック 

 計算オリンピック（中学）、数学オリンピック（高１）が校内で行われました。中学生は個人戦で100

題以上の計算問題に、高校生はチーム戦で 3 題の難問に協力して挑みました。どちらも非常に白熱した

ものになり、制限時間いっぱいまで粘り強く取り組んでいました。予選を通過して決勝に進出した生徒

のうち、見事入賞した生徒は以下の通りです。 

 

○～計算オリンピック～ 予選 1月21日（火） 決勝 2月7日（金） 

中学1年の部  金賞 佐々木 梨遥  銀賞 青栁 麻緒  銅賞 平野 孝好 

中学2年の部  金賞 福嶋 一理  銀賞 関 克仁  銅賞 後藤 勇羽 

中学3年の部  金賞 杉﨑 櫂   銀賞 杉﨑 竣  銅賞 山後 大樹 

 

○～数学オリンピック～ 予選 1月29日（水） 決勝 2月14日（金） 

金賞 1年1組 チーム名：アビブ  （下川 快来 ・井上 圭人・高山 雄翔・那須 航希） 

銀賞 1年1組 チーム名：サッカー部 （宇佐美 匠平・笠井 駿平・北浦 大翔・川瀬 統己） 

銅賞 1年B組 チーム名：ヒポポタマス （佐々木 花空・中山 美香・石井 里奈・椎野 愛羽） 

 

ウィンターキャンプ 

2 月 13 日から 2 月 15 日にかけて、中学１・２年生のウィンターキャンプを長野県の志賀高原一の瀬

ファミリースキー場で実施しました。 

往路に事故渋滞に遭遇した関係で行程に一部変更もありましたが、天候も良好で３日間無事に実施で

きました。１年生は初めてスキーをする生徒も多かったですが、元気に滑りきることができました。２

年生は昨年の経験を生かし、最終日に「ジュニア国際スキー技術検定」を受検しました。全員メダルを

もらうことができ、中にはシルバーメダルをもらった生徒もいました。スキーの技術だけでなく、集団

行動の大切さや、自分へのチャレンジなど、さまざまなことを学んだウィンターキャンプになりました。 

 

高校卒業証書授与式 

 3 月 1 日（日）、第 32 回高校卒業証書授与式が体育館にて挙行されました。教職員に見守られ、348

名の卒業生が卒業証書を受け取り、3年間の高校生活を締めくくりました。また、皆勤賞25名、精勤賞

62 名、特別賞 12 名、日本私立中学高等学校連合会賞 1 名が表彰され、賞状と賞品が授与されました。

なお卒業生からの記念品として「体育館の暗幕」が贈られました。 

 

 英語検定 

 テスト直前の勉強だけではなく、日頃から授業を利用して語彙を増やし、リスニング力をつけるなど

努力しましょう。また、自分で問題集などを繰り返し計画的に学習することも必要です。二次試験対策

として、学内で面接練習をして、本番に臨むことも効果的です。今後も多くの合格者がでることを期待

しています。 
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○平成31年度 英語検定の取得状況（令和2年3月12日現在） 

  中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 

準1級 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.6% 

2級 0 0.0% 0 0.0% 5 7.1% 8 3.3% 26 20.3% 106 30.5% 

準2級 0 0.0% 4 7.5% 9 12.9% 42 17.1% 40 31.3% 46 13.2% 

3級 0 0.0% 6 11.3% 36 51.4% 38 15.4% 41 32.0% 83 23.9% 

4級 14 32.6% 29 54.7% 18 25.7% 11 4.5% 3 2.3% 8 2.3% 

5級 23 53.5% 15 28.3% 1 1.4% 1 0.4% 0 0.0% 1 0.3% 

在籍人数 43名 53名 70名 246名 128名 348名 

 

高校卒業生進路状況 

 3月1日に卒業した32期生は、多様な大学、学部・学科に多くの生徒が合格し、将来の夢を実現させ

るための第一歩を踏み出すことができました。先輩方の活躍を励みに、自分のやりたいことをしっかり

と見つめ、大学見学を行うなど、進路先を早いうちから時間をかけて考えておくようにしたいものです。

休業中に、ご家庭でも今後の進路についてじっくり話をしていただけますようお願いします。 

 高校第32期生の合格状況は以下の通りです。(3月17日現在） 
 
【４年制大学 】 合格のべ数 613 

秋田 2  國學院 9  高千穂 2  東洋学園 1 

東京外国語 1  国際医療福祉 1  拓殖 5  獨協 1 

東京学芸 1  駒澤 19  多摩 5  新潟食料農業 1 

富山 1  駒沢女子 5  玉川 6  二松学舎 1 

一橋 1  相模女子 5  千葉工業 1  日本 29 

福岡教育 1  産業能率 7  中央 13  日本社会事業 1 

横浜国立 1  実践女子 3  中京 7  日本女子 1 

神奈川県立保健福祉 1  芝浦工業 7  津田塾 1  日本女子体育 1 

東京都立 4  淑徳 1  帝京 12  日本赤十字看護 1 

山梨県立 1  松蔭 4  帝京平成 6  日本体育 1 

横浜市立 2  城西国際 2  田園調布学園 2  日本文化 2 

青山学院 6  上智 3  桐蔭横浜 1  フェリス女学院 5 

麻布 5  湘南医療 2  東海 41  佛教  1 

亜細亜 1  湘南工科 5  東京医療保健 5  文化学園 1 

跡見学園女子 1  尚美学園 1  東京家政 2  法政 30 

桜美林 11  昭和 5  東京家政学院 3  武蔵 9 

嘉悦 1  昭和女子 5  東京経済 1  武蔵野 5 

学習院 2  昭和薬科 2  東京工科 9  武蔵野美術 4 

学習院女子 3  白百合女子 1  東京工芸 7  明治 12 

神奈川 40  杉野服飾 1  東京女子 1  明治学院 14 

神奈川工科 9  椙山女学園 2  東京聖栄 2  明星 6 

鎌倉女子 3  成蹊 3  東京電機 5  目白 1 

関西学院   3  成城 6  東京都市 21  横浜商科 2 

関東学院 12  聖心女子 1  東京農業 11  横浜創英 5 

北里 2  清泉女子 3  東京薬科 2  横浜薬科 4 

共立女子 7  聖路加国際 1  東京理科 7  立教 6 

杏林 3  専修 30  東北福祉 1  立正 1 

金城学院 1  創価 2  東洋 9  立命館 1 

工学院 5  大東文化 2  東洋英和女学院 1  ルーテル学院 1 
         和光 2 
         早稲田 5 
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【海外大学】 合格のべ数  1 
レイクランド大学ジャパン 1 

 
【短期大学】 合格のべ数  13 
大妻女子大学短 2  鎌倉女子大学短 1  共立女子短 1 

國學院大学北海道短 1  実践女子大学短 2  湘北短 1 

洗足こども短 2  鶴川女子短 1  帝京短 1 

戸板女子短 1       
 
【その他進路】  

各種専門学校 27名 
 

生徒指導部 

「規律を守ることで自由は生まれる」。これは日本でも指揮をとったことのあるラグビーイングランド

代表監督のエディ・ジョーンズ氏の言葉です。集団にあってはその集団の規範に従い、自分を律するこ

とが真の自由につながると考えます。これまで「生徒心得・服装規定の順守」について注意指導を続け

てきました。現在、生徒の自覚と保護者の皆様のご理解により、学校内を見渡すと大きな問題には発展

していないと判断しております。しかし、一部の生徒については複数回の指導履歴により厳重注意を受

ける結果になっているのも事実です。今までの自分の生活を振り返り、4月から心新たに充実した学校生

活をおくるため各自が自覚をもって行動してほしいと思います。 

また、スマートフォン等を通じたインターネット利用に伴うトラブルが発生しています。様々なトラ

ブルに巻き込まれないようにするためには、一人一人がやって良いこと、悪いことを理解し、「悪いこと

はやらない」という気持ちを持つことや、インターネット上に掲載する情報には責任を持ち、相手の立

場に立って利用することが大切です。これらについては、学校でも講話会などを通し指導していますが、

ぜひご家庭でもスマートフォン等の不適切な利用に伴う危険性について話し合い、フィルタリングの設

定（詳しくは各携帯電話会社にお問い合わせください）や使用の実態も確認していただき、通信機器を

持つ責任、持たせる責任を意識していただきたいと思います。なお、インターネットを使った犯罪被害

に遭われた場合は、神奈川県警察本部のサイバー犯罪相談窓口にご連絡ください。 
 

さて今年度の保健室の来室状況ですが、やはり基本的生活習慣（睡眠・食事）の乱れによる来室が多

い状況です。寝不足による体調不良が特に多く、家での寝不足を学校で解消しようとしてしまったり、

エナジードリンクで寝不足の不調を解決しようとする生徒が見うけられますが、エナジードリンクの多

量摂取はとても危険な方法なのでやめましょう。 

中学生・高校生は心身ともにめざましい成長期にあります。就寝時間の遅れによる睡眠不足や朝欠食、

偏食や不規則な時間帯での食習慣は、健全な成長を阻害し、冷静な判断力・学習意欲の減退にもつなが

ります。年度が移り変わるこの時期に、生徒一人ひとりの基本的生活習慣について改めて見直し、ご家

庭でも話し合い、健やかな成長とより実りある学校生活につながるようご指導をお願いいたします。 

また、4月当初の健康診断にて虫歯や視力低下他を指摘され、治療がまだ済んでいない方は、この休み

中に必ず受診し気持ちよく新年度が迎えられるようにして下さい。 

そして今年度は冬から新型コロナウイルスが猛威を振るい感染症の恐ろしさを痛感した年となりまし

た。どの感染症も基本に戻り、「手洗い・免疫力アップ」がとても有効であることも再確認しました。ご

家庭の皆様もこの混乱のなか落ち着かない日々が続きますが、そのストレスにより免疫力が下がらぬよ

う、みんなで乗り越えていきましょう。 

新年度に生徒みんなの元気な姿が見られることを楽しみにしています。 
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国際委員会 

◇外国人留学生受け入れ・ホストファミリーの登録について 

 4月から12月までタイからの留学生、9月から3月までインドネシアからの留学生を受け入れました。

次年度も中長期の留学生の受け入れや、海外姉妹校上海市第三女子中学と日本メキシコ学院からの交換

留学生受け入れを予定しています。 

 新年度には、配布プリントを通してホストファミリー新規登録を行います。留学生受け入れについて

は、すでにご登録いただいているご家庭を含めて、留学生受け入れ計画がある度にお声を掛けさせてい

ただきご都合を確認いたしますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

◇姉妹校・友好校への交換留学派遣について 

 3月13日から約2週間、上海市第三女子中学と日本メキシコ学院への交換留学が予定されていました

が、残念ながら新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度の派遣は中止となりました。 

 

◇国際交流委員会の活動 

 年末年始の国際交流委員会の国際貢献活動の一つとして、書き損じはがきとベルマークの回収を実施

いたしました。今年度は生徒の皆さんと教職員の協力により、はがき256枚が集まりました。1人の就学

支援のための枚数にはあと少しで達しなかったため、民際センターで他の方々から送られた分と合わせ

て「ダルニー奨学金」として提供されます。これはタイ・ミャンマー・ベトナム・ラオス、カンボジア

の子どもたちの就学を支援するものです。また、ベルマークは6884点になり、国際協力に利用されます。

ご協力くださった皆様ありがとうございました。来年度も、引き続き皆様のご理解とご協力をよろしく

お願いいたします。 

 


